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特養新型コロナウイルス感染者の動向について 

（コロナ関連 第十一報） 

 

 

平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、令和 4 年 8 月 20 日より特別養護老人ホームなごみの郷の 2 つのフロア（3・

4 階）において発生した新型コロナウイルス感染によるクラスターについて、その後

の推移をお知らせいたします。 

3 階フロア（全利用者 32 名）においては、2 名の感染が確認されましたが、予定さ

れた療養期間中において他の者に感染は見られませんでした。よって、感染者の隔離

対応を解除しています。 

しかし、4 階フロア（全利用者 34 名）については、当初の 3 名の感染者から瞬く間

に利用者 18 名（内、2 名はショートステイ利用者）と職員 13 名の感染が確認されて

おり、それぞれ感染利用者の隔離対応並びに職員の自宅療養を行っております。 

現下、4 階フロアのみの感染ですが、感染者の収束について目処が立たないため、9

月 10 日を目処に当面の間、ショートステイの受入れを中止いたします。 

また、コロナウイルス感染者については、当施設嘱託医との連携によって、治療薬の

投与等により重篤な症状の方はいらっしゃいません。 

 

（9 月 1 日 午前 10 時時点の陽性者計 33 名 

            （ご利用者 20 名、職員 13 名、重症者なし） 

 

関係各位におかれましては多大なるご迷惑とご心配をお掛けしていることと存じま

すが，何卒ご理解賜りますようお願い申しあげます。 


